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田川市の幼児の生活および家庭状況に関する調査
杉　野　寿　子＊・池　田　孝　博＊＊
要旨　新たに保育士に求められる子育て家庭の支援を行う上で、今日的な家庭について理解する
ための基礎的資料を得ることを目的として、田川市内の幼児の生活および家庭状況の調査を実施
した。田川市内の幼児の保護者62名から得られたデータを分析した。生活リズムについては、就
寝時刻が遅く、睡眠時間が短いことが危惧された。また、スクリーンタイムの在り方も生活リズ
ムを考える上で重要になることが示唆された。家族とのコミュニケーションでは、団らん時間が
確保できている家庭が1/2、そうでないと思われる家庭が1/4であった。食習慣と食環境について
は、それに対する意識が高い家庭とそうでない家庭に格差があることが窺えた。子どもの身体活
動・運動については、どの家庭も高い意識を持っていることが窺えた。ただし、均整のとれた望
ましい発育発達を促すための家庭支援が必要になると思われる。
キーワード　幼児、家庭支援、生活習慣、発育発達
１．はじめに
　保育を取り巻く社会情勢が変化する中で実践
力を有する保育士を養成するため、保育士養
成課程等の見直しを行っていた保育士養成課
程等検討会は、2017年12月に報告書をとりま
とめた（保育士養成課程等検討会，2017）。そ
の中には、「子どもの育ちや家庭への支援の充
実」が掲げられ、以下のように述べられてい
る。「『子どもの育ちの支援』の内容を充実させ
る観点から、子どもとその家庭の理解、子育て
家庭への支援に関する保育士としての基本姿勢
や支援の内容、方法、技術等について、関連す
る教科目の教授内容等を体系的に整理した上
で、子育て家庭への支援に関する中心的な教科
目を新設することが必要である（前掲報告書
9p）」。ここで求められる「子育て家庭への支
援」については、社会的養護における家庭や保
護者の支援に関わる状況に関連する事項が含ま
れており、児童虐待の現状やその背景、児童福
祉法改正（平成28年）を踏まえた家族の再統合
の支援に関する内容が含まれている。そして、
新たに定められる保育士養成カリキュラムにお
いては、これらの現代的な課題を丁寧に教授で
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きるよう、内容を充実することが求められてい
る。ただ、このような支援の前提として、現代
社会における家庭の実態・実情の傾向について
理解・把握することは不可欠である。そこで本
調査では、このように新たに保育士に求められ
る「子育て家庭への支援」を行う上で、家庭の
状況の理解に資する基礎的資料を得るために、
田川市内の幼児に関わる生活および家庭状況を
確認することを目的として実施した。
２．方法
１）調査対象
調査の対象者は、田川市内の幼児の保護者で
ある。アンケート調査では、本件とは別に幼児
を対象とした身体活動に関する測定のデータと
同期する必要があったため記名式としたが、同
期後に個人名に関わる情報を削除することや、
調査研究以外の目的ではデータを使用しない
こと、さらに、分析の際には調査対象者の全体
的な傾向としてデータの処理を行うため、個人
や個々の家庭の情報は特定されずプライバシー
は保護されることなど、倫理的な配慮を行うこ
とを書面で伝え、これらについて了解の上で回
答・提出されたデータを分析対象とした。最終
的に本調査の対象としたのは、研究の趣旨に同
意して提出されたデータのうち、内容に不備が
ない62名の保護者から得られたデータである。
２）調査項目
調査項目は、幼児の生活リズムに関するもの
（就寝時刻、起床時刻、睡眠時間、スクリーン
タイム）、家族とのコミュニケーションに関す
るもの（団らん、食事中のテレビ、食事中の会
話）、食習慣・食環境に関するもの（朝食の摂
取、朝食の内容、間食の頻度と内容、外食の頻
度、食事に関して気を付けること）、保護者自
身の運動経験や意識、子どもの運動に関する意
識を設定した。
３．結果及び考察
１）幼児の生活リズム
幼児の生活リズムとして、就寝時刻、起床時
刻、睡眠時間、スクリーンタイムについて調
査した結果を図１に示している。就寝時刻は
37.1％の幼児が21時以前となっているが、その
一方で21時台、22時台に床に就く幼児が半数
を超えており、生活の夜型化が懸念される。他
方、起床時刻は７時台が半数以上（53.2％）で
あるが、８時台も4.8％程度みられる。また、
睡眠時間も62.9％が９時間以上確保している
ものの、７～８時間が11.3％、８～９時間が
25.8％となっており、就寝時刻の遅さが、睡眠
時間の短縮化に影響していることが窺える。テ
レビ、ビデオ・DVD、ゲーム、コンピュータ
類の画面を視聴する時間として、スクリーン
タイムを調査した結果、１日２時間以上視聴
している幼児は、半数近くに上っている。藤
井（2017）は、子どもの生活リズムについて
は、就寝時刻の遅れと睡眠時間の短縮化および
テレビゲームやスマートフォン利用の長時間化
があることを問題視している。隣谷（2015）は
各種スクリーンの普及は利便性を向上させた一
方で、子どもの遊びが「ヒト相手」から「モノ
相手」へと変化させたが、そうならざるを得な
い状況も生じていると指摘している。幼児の生
活リズムの確立には、家庭内でのスクリーンタ
イムをどのように扱うかが課題となると思われ
る。
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図１　生活リズムに関する調査結果
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２）家族とのコミュニケーション
家族とのコミュニケーションとして、食事
時間以外の家族の団らん、食事中のテレビ視
聴、食事中の会話について調査した結果を、図
２に示している。家族の団らんでは、半数以
上（54.8％）の家庭で毎日その時間が確保され
ているが、ほとんどなし（3.2％）、月１～２回
（6.5％）および週１～２回（14.4％）を含めると、
全体の1/4近くが家族の団らんの時間を確保で
きておらず、看過できない状況である。正岡・
飯塚（2009）の調査によると、家庭の平日の団
らん合計時間の平均は2.0時間であることが報
告されている。この調査との単純比較はできな
いものの、団らん時間が少ない家庭におけるコ
ミュニケーションの状況が危惧される。
次に、食事時間の過ごし方については、食事
中、毎日テレビをつけている家庭は45.2％、週
３～６回テレビをつける家庭は12.9％となり、
多くの家庭で食事中にテレビを視聴しているこ
とがわかる。一方、食事中の会話については多
いと答えている家庭が67.7％を占めている。松
浦・池添（1991）の女子大学生の食行動調査
によれば、食事中に４割以上の学生がテレビを
視聴し、食事中の会話は2/3の者がしているこ
とが報告されている。本研究の結果と類似して
いるこの報告から考えると、現代家庭におい
て、食事をしながらの、テレビ視聴と会話は両
立していることが予想される。むしろ、食事中
のテレビは、家族の会話を弾ませるものとして
役立っている可能性があり、テレビを見ながら
の食事は、家庭内コミュニケーションの一つの
スタイルとなっていると考えられる。
３）食習慣・食環境
幼児の食習慣や食に関わる環境について調査
するため、朝食の摂取、朝食の内容、間食の頻
度と内容、外食の頻度、食事に関して気を付け
ることについて回答を求めた。結果の一部を図
３に示している。朝食については、毎日摂取し
ている家庭が90.3％でほとんどの家庭できちん
と摂取されている。しかしながら、8.1％の家
庭では週３～５日と、２日以上欠かす日がある
ことが示されている。また、朝食の摂り方とし
て、コンビニエンス・ストア（4.8％）、冷凍食
品（8.1％）、外食（6.5％）と少数ではあるもの
の、これらを利用している家庭が見られた。ま
た、間食の状況については、なしが1.6％、週
１～３回は6.5％、週３～６回は17.7％で、毎
日が最も多かった（74.2％）。間食の内容につ
いては、スナック菓子が48.4％で最も多く、次
いで菓子パン（30.6％）であり、手作りおやつ
（19.4％）、乳製品（12.9％）は２割に満たなかっ
た。次に、外食の頻度では、月に１回が最も多
く（30.6％）、次いで２週に１回（29.0％）、週
１～２回（21.0％）の順に多かった。最後に、
食事で気を付けることについては、「とても気
を付ける」「気を付ける」を合わせると、手作
りが最も多く（71.0％）、次いで栄養（66.1％）
であった。これらに比較すると、手間や添加物
は低い値（いずれも53.2％）であった。
幼児を持つ母親の食行動や食意識に関する山
口ほか（1992）の報告によると、外食を行う
主な理由には「家族団らんのため」であると述
べられている。また、調理が面倒なためや調理
時間がないための外食が２割以上見られたこと
も示されている。さらに、惣菜や調理済み食品
の利用頻度も高い傾向を示し、利用者の偏りが
みられることから、調理の二極化傾向が顕著に
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図２　家族とのコミュニケーションに関する調査結果
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図３　食習慣・食環境に関する調査結果
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なっていると述べられている。今回の調査結果
については、保護者の仕事やきょうだい児の世
話など、各家庭内の事情について詳細に調査を
していないため、一概に結果に関する問題点を
指摘することはできない。しかしながら、朝食、
間食、外食および食事において気を付けること
については、様々な家庭の状況が反映されてい
ることが予想される。現代は様々な生活上の利
便性が向上し、各家庭のニーズにこたえるサー
ビスも多様である。そのため、保育者としての
家庭支援を考える際には、多様化している食行
動・食意識を踏まえる必要があると思われる。
４）保護者自身の運動経験や意識と子どもの運
動に関する意識
　保護者のいずれかの、学生・生徒時代の部活
動やスポーツクラブでの活動について回答を
求めたところ、回答の66.1％が経験ありであっ
た。また、保護者自身の現在の運動・スポーツ
活動の実施状況では、実施していると答えた家
庭は12.9％であった。また、保護者が在宅時に
子どもと一緒に運動遊びをしているかについ
て回答を求めた結果、実施しているは64.5％で
あった。運動に対する保護者の意識に関する結
果は図４に示している。保護者自身は運動する
ことを好きだと感じている家庭は、半数に満た
なかった（48.4％）が、運動することの重要性
を認識している家庭は、90％を超えていた。
　子どもの運動に関する保護者の意識を確認
するため、「①子どもにとって体力・運動能力
を高めることは大事と思う（体力重視）」「②
子どもの体力は低下していると思う（体力低
下）」「③子どもの体力向上の取り組みは必要で
ある（取り組み必要）」「④自分の子どもは運動
が好きである（運動好き）」「⑤自分の子どもは
運動が得意だと思う（運動得意）」「⑥自分の子
どもにはスポーツに打ち込んでほしい（単一希
望）」「⑦自分の子どもにはいろいろなスポーツ
を経験してほしい（経験希望）」の７項目を設
定し、「非常にそう思う」から「全くそう思わ
ない」までの５段階で回答を求めた。その結果、
ほとんどの家庭が「非常にそう思う」「ややそ
う思う」の肯定的な回答であった。そこで、保
護者自身の運動経験や意識と子どもの運動に関
する意識の関連を検討した。関連の検討におい
ては、これらの設問が順序尺度であるため、ス
全くそう
思わない
あまりそう
思わない
どちらでもない
ややそう思う
どちらでもない
非常にそう思う
16.1% 30.6% %
%%
%
%
運動は良い
運動が好き %
ややそう思う 非常にそう思う
図４　保護者自身の運動に対する意識
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ピアマンの順位相関係数を算出した。結果を表
１に示している。体力重視と有意な関連が示さ
れたのは、取り組み（相関係数0.281）、運動好
き（0.405）、経験希望（0.366）であり、体力
低下との有意な関連は、取り組み（0.316）、運
動得意（0.262）であった。また、体力向上の
取り組みについては、単一種目への打ち込み
（0.262）、様々な種目経験（0.329）についても
関連が認められた。また、自分の子どもが運動
好きと運動得意の関連は最も大きく（0.719）、
得意と単一種目希望にも関連が認められた
（0.308）。このことから、子どもの体力を高め
ることを重視する保護者は、体力向上の取り組
みの必要性を感じており、様々なスポーツ経験
を望んでいると考えられる。また、自分の子ど
もが運動を得意としていないと認識している保
護者ほど、体力向上に関する取り組みを希望し
ていると思われる。一方、自分の子どもが運動
を得意としていると考えている保護者は、一つ
のスポーツに打ち込むような取り組みを望んで
いることも窺える。さらに、保護者自身の運動
経験や意識との関連に注目すると、運動が好き
な保護者ほど、体力を重視し、その向上のため
の取り組みを望む傾向にある。また、運動をよ
いものと考えている保護者は、子どもの体力を
重視する傾向にある。そして、子どもと一緒
に運動遊びを行っている保護者ほど、子どもは
運動が得意であり、一つのスポーツに打ち込む
ことを望んでいる傾向が示された。保護者によ
る子どもの身体活動・スポーツへの期待は、概
ね良好な結果であったと思われる。しかしなが
ら、中村（2011）は、これまでの発育発達研
究の成果を踏まえて、子どもの運動能力低下の
直接的な原因として「基本的な動作の未修得」
と「運動量の減少」を挙げ、現在の子どもは運
動遊びの消失や単一スポーツのみの実施によっ
て、運動動作の多様化・洗練化に関して未熟な
段階にとどまっていることを指摘している。保
護者が育った時代の運動に関する環境と比較す
ると、現代社会のそれは大きく変化しているこ
とから、均整のとれた運動機能発達のための環
境づくりが必要であると思われる。
４．まとめ
本調査は、田川市内の幼児についての生活お
よび家庭状況について、幼児の生活リズム、家
族内のコミュニケーション、食習慣・食環境、
保護者自身の運動経験や意識、子どもの運動に
関する意識に焦点を絞って明らかにすることを
目的とした。ただし、その結果の取り扱いや考
察にあたっては、栄養学的にどのような内容の
食事を摂取するか、あるいはスポーツ健康科学
の視点でどのような運動がふさわしいのか、と
いうことを論点にするのではなく、保育者が支
援を行う前提として必要となる現代家庭の基礎
的理解という観点で、幼児を取り巻く家庭状況
を確認した。田川市内に在住する幼児の保護者
62名から得られたデータについて分析した結
果は、以下の通りである。
１）生活リズムについては、就寝時刻が遅く、
睡眠時間が短いことが危惧される。また、ス
クリーンタイムの在り方も生活リズムを考え
る上で重要になる。
２）家族とのコミュニケーションでは、団らん
時間が確保できている家庭が1/2、そうでな
いと思われる家庭が1/4であった。
３）食習慣と食環境については、それに対する
意識が高い家庭とそうでない家庭に格差があ
ることが窺えた。
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４）子どもの身体活動・運動については、どの
家庭も高い意識を持っていることが窺えた。
ただし、均整のとれた望ましい発育発達を促
すための家庭支援が必要である。
　これらの調査結果を参考に、保育士に求めら
れている子育て家庭への支援について具体的に
検討し、保育士養成課程における教育の充実に
もつなげていくこととする。
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